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沖縄地域 文化資料の デジタル ア
ーカ イブ管理 シス テ 厶の 開発

学習プリン トとデジタル ア
ー

カイブ管理 シ ス テ ム との 連携　
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　口本 で は 1980年代 か ら 「自己教育力 」 が推奨 され，「自ら学び 自ら考え る 力」 が重視 され て い る．

こ の こ とは，他律的 で な く自律的 な学習態度 の 教育が重要に な っ て い る．また，近年 の 国内外 の 学力

調査 の 結果な どか ら，我が国の 了
．
どもた らに は思考力 ・判断力 ・表現力等に課題がみ られる．その た

め に，新 しい 学習指導要領 で は，言語は知的活動 （論理や思考） の 基盤 で あ る とともに，コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン や感性 ・情緒 の 基盤 で もあ り， 豊 か な心を育む上 で も ， 言語 に 関す る能力を高め て い くこ と

が重要 で あるとして い る．本学 で は，本年度文部科学省か ら 「教員の 資質能力向上に係 る先導的取組

支援事業」 の 委託 を受 け，「教育委員会等 との 連携 による教員の 実践的資質能力向 上 シ ス テ ム の 構築」

と して 沖縄県教育委員会 と連携 した 教員 の 実践的資質能力向上 シ ス テ ム の 構築 を 進 め て い る，

　 こ こ では，こ の 実践的資質能力向上 シ ス テ ム にお い て，操作言語に関する能力を高め て い くため の

学習プ リン ト等教材資料の 流通
・提供 とし て 沖縄地域文化資料デジ タル ア

ーカ イ ブ管理 シ ス テ ム つ い

て 開発 した の で 報告す る．
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1 ．は じめに

　教育を取 り巻く社会状況 の 変化等 の 中で ，学

校現場 に は，子 どもたちの 学ぶ 意欲 の 低 卜，白

立 心 の低 ド，社会性 の 不足，い じめや不登校な

どの深刻な状況等々 ，様 々 な教育課題が生 じて

きて い る．そ の ためにもこ れ らの 変化や諸課題

に 対応 し得る よ り高度な専門性 と豊 か な人間

恒 ・社会性を備 えた力量あ る教員が求め られ る

ようにな っ てきた．そ こ で，こ の ように力量あ

る ， より実践的な教員 の 養成 の た め には ， 教育

委員会 と大学等 が 連携 し， 各大学 の 特色を活 か

した カ リキ ュ ラム （理論と実践の 融合）を構成 し，

瑾 論と実践の 往還 を 活 か した教材資料の 流通 ・

提供 を行 うこ とに よ り，力量あ る，よ り実践的

な教員の 養成が可能 とな る，

　また，教育基本法 は 第 6 条で ，「（学校教育は）

教育を受 ける者 が
， （中略）， 自ら進 ん で学習に

取 り組む意欲 を高め る こ とを重視して行 わなけ

れ ばな らな い 」 と規定 して い る．学校教育にお

い て ， 近年 「自ら学ぶ カ」 の 大切 さが 広 く認識

され るよ うにな り，それを目指 した教育実践も

増 えて い る．しか し，児童生徒 の 中には 「自ら

学 ぶ 」 習慣 が無い 児童生徒が 少 な か らずお り，

学び方が分か らな い とい う悪循環に陥っ て しま

う事例も数多い ．そ の ための，学び方 （考え方）

の 育成 の た め には，その 某礎 となる言語 の 育成

が 重要 で あ り，そ の 観点か らも論理 的思考操作

に関する言語 （以後，操作言語 と呼 ぶ）に つ い

て の 研 究が され て い る．しか し，こ の 研究を進

め るに は、そ の教育方法の開発や教材資料の流

通 ・提供な ど新 しい 研究手法 の 研究が必要で あ

る．こ こ で は，こ の 操作言語に関す る能力を高

め て い くため の 学習プリン ト等 の 教材資料 の 流

通
・
提供 と して 沖縄地域文化資料デジタル アー

カ イブ管理 シ ス テ ム つ い て 開発 した の で 報告す

る．

図 1　沖縄地域文 化資料の デ ジ タ ル ア
ーカイ ブ

　　　　　管理 シ ス テ ム の 構成
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＊ 5　 ALIAKAKI　 Hideahi ； 沖縄市教育委員会　 ＊ 6　 GOTO 　Tadahiko ：岐 阜 女子 大 単
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（課 題 研 究 ）デ ィ ジ タル アーカイ ブ の 研 究 と実践

2 ．沖縄地域文化資料の デジタル ア
ーカイブ管

　　理 シス テムの構成

　こ れ らの 各領域に役立 っ 授業実践活動の 資

料収集 ・保管 ・提供を可能にする沖縄地域文化

資料 の デジタル ア
ー

カイブ管理 シ ス テ ム の 構成

を図 1の よ うに 進めて い る ．

　 本 シ ス テ ム の 構成で は，次の 4 つ の 教育資料

を主 として 保存 し，県内全域 の 学校 で 希望す

るデジタル 教材の 利用を 目的に開発する．

・研究資料，基礎 資料，

教育基本 法関連資料

・伝統 文化資料，教科

書関連 資料

・工学 的ア ブ P 一チや

羅 生門 的ア ブ
．
ロ ーチ に

関す る資料，学習指 導

案

・4 っ の メディ ア を活

用 した教材の 構 成

・電子 テ キ ス ト

・
学習プ リン ト

・
沖縄教材デ ジ タル ア

ーカイブ

・補完教材や メディ ア

の 貴重な教育研究資料 が保管されて い る．

　 教育実践資料

（文 献，学習基礎 データ）

カ リキュ ラム 関連資料

　 （教育実践資料）

教材 ・テ キス ト

（電子テキ ス ト）

　　 授業実践

（授業記録 ・評価 改善資料 ）

　　 視聴覚教材

（地域資料 データベ ース ）
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　　　　　　 図 2　教材などの 構成

（1）教育実践資料

　教育実践資料と して，研究資料，教育関連基

礎資料，教育基本法関連資料，伝統文化資料，

教科書関連資料を整備 して い る，特に ，本学に

は木 田 宏教育資料 （約 6
，
000 頁）， 木田 文庫 （1

万数千件）と して 戦後 の 教科書制度，教科書の

構成 ， 刊行 ， 流通な ど戦後教育制度，特に木 田

氏 は教科書担当者と して教科書刊行に関わ られ ，

次の よ うな資料が ある，

  「教科書 発行に関する臨時措置法」 （昭和 23

年 7 月 10 日）に関する資料

  木 旧 宏著 「新教育と教科書制度」 （昭和 24年
IA20 日）

  木田宏教育資料 ： オ ー
ラル ヒ ス トリ

ー
（昭和

21年文部省教科 書担 当〜 ）

　 これ らは，戦後の教育改革と新 しい観点の教

材や戦後数十年後の 状況に っ い て の 木田宏先生

　　　　 図 3 　木 田宏オー
ラ ル ヒ ス トリ

ー

（2）カリキュ ラム 関連資料

　カ リキ ュ ラム 開発 の 課題 〜 カ リキ ュ ラム 開発

に 関する国際セ ミナー報告書（文部省，1975．2）

に て，ア トキ ン ソ ン が示 した 目標，教材，教授，

学習過程 （評価）を参考に PDCAサイ クル 的な手

順で，デジ タル ア
ー

カイブを示すこ とが できる．

F

工 学的接近亅 と 「羅生門的接近」 の 対比 （3）
　

一一
目標、教材、教授

・
学習過程

一一

　 　工 学 的接近 　　 　　 　 　　 　羅 生 門 的接 近

目　標 　
「
行動的 目標 を」

　 　 　 （non
．behaVLoral

　 　 　 Dbjectives ）

　 　 　 「特 殊 的 で あれ 」

　 　 　 〔be 　speClfic り

「非行動的 目標 を」

（nDn
．behavieral　objectives ）

「
一

般 白勺
『
C・あtし」

Cbe　genera1D

教 材 教材 の プール か らサ ン フ
．
ル 教授学習過程の 中で 教材の 価

　 　 　 し．計 画 的 に配 置せ よ。　 値 を発 見 せ よ。
　 　 　 〔sampling 　from　material 　（discovering　the 　value 　of

PODI 　and 　
1卩
Planned

a ］location”｝
materials 　inteaehlng
・1earning　proeesses ）

教授 学 　既 定 の ＝ 一ス を た ど る　 　 即 興 を 重 視 す る 。
習過程 　 （predecided）　　　　　　 （impromptu）

強 調点 　教材 の 精選 、配 列

　 　 　 〔design　ofteachlng
　 　 　 materials ）

教員養成

〔じeacher 　training，　in・service
training ）

図 4　 カ リ キュラム 開 発 に 関す る国際 セ ミナ
ー

報告書

「カ リキュラム 開発の課題 」文部省大 臣官房調査統計課

（日召不050 年〉

　こ の PDCA サイ クル をも と に，授業の 計画 ， 実

施資料，授業実践プ ロ セ ス ，教育 目標資料など

で構成し て い る．

  教材，テ キ ス ト

　論理的思考操作を支える言語の研究成果を用

い た教育実践は，毎 日の 学習プ リン ト （力だめ

し） と し て 利用 され ，偏差値 で 数点か ら 10 点

の 学力の 向上 が あっ た，こ の ときの 学習プ リン

トの作成 と指導方法の研究は，操作言語研究成

果を基礎 と して，次の ように進 めた，

　（由 同 じ学習内容を数 日間継続出題
…学習 の
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　安定 （定着）

　1 っ の 学習内容 （言語等）が安定し定着す

る の に数回 （4 回以上）の繰 り返 し学習の 必

要性 を配慮 し構成した．

（b）1，2年の 学習事項を高学年で も再学習

　1， 2 年の 出現言語が高学年で も 30〜40°

／・

の 正答 で あ り，毎年繰 り返 し学習 が 必要で あ

る．1 年 で 学習 した 基礎的な学習 内 容 は ，学

年担当 の 他 の 学習事項 と併せ た問題 を作成

し，学習させ た，

（c）操作言語 （主要） と 関連教材 の 出題 （学

習プ リン ト）

（i）操作言語 を （ ）内に 書く問題

（li）ク ロ
ーズ テ ス ト

（iii）書写 （操作言語が使われ て い る）

（iv）操作言語 で結び っ け る漢字 の テ ス ト

（v ）文 書 の 作成 （そ の 他）
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　 　 　 　 　 図 5　 学 習プ リン ト （例）

  授業実践

デジ タル アーカイブ と して の 撮影記録は，か

つ て の単視点か らの撮影記録か ら多視点授業 ア

ー
カイブ等 の 多様 な撮影記録方法 が 開発 され た．

授業実践 の 撮影に も，
こ れ らの 撮影記録方法の

中か ら， 目的に適した方法 が 取 られ る，

また，指導案や授業の 逐次記録，授業 の コ ミュ

ニ ケーシ ョ ン 分析など授業分析 し た資料 も合 わ

せ て昔積する こ とが重要 で ある．

（5）視聴覚教材

　従来の デ ジ タル ア
ーカ イブ の 展開は ，現物 と

して 対象を
一

つ の メデ ィ ア と して考えて きた が，

新し い デジ タル アーカ イブ の展開で は ，「現在の

多様 な メデ ィ ア の 実 用 化 に と も な い ，メ デ ィ ア

を次の 4 領域に分けたメディ ア環境」 と して構

成され て い る．
ド　ロロ　　　ロロ　　ロロヒヒロ　　ロ　　　　ロ　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ココロコ　　コロ　　コ　　　　　　　　　ロロヨ
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i　 集可能な資料 の 選択
・
保存）　　　　　　 ｝
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　例え ば，書籍，教科書をデジ タ ル化 し，紙 の

印刷物と同 じ内容の資料が電子書籍 （デジタル

教科書）と して 図 書 の 二 次利用が始ま っ て い る，

そ こ で ， 新 しい デジタル ア
ー

カイブ の 展開にお

ける教育の メディ ア 環境 として ，学習者が，学

習 プ リン トや教育用 メデ ィ ア端末，印刷メ デ ィ

ア で ある従来 の 教科書等必要なメディ ア を主体

的に選択 し，あるい は組み合わせ て利用を可能

にする実践的な教育用 コ ン テ ン ツ の 開発 研究が

必 要 で ある．

デジ タル メデ ィ ア 通信 メデ ィア

デジタル 学 習材

シ ミュレ
ー

ン ヨ ン等

学習プ リン ト

授 業 アーカイブ

地域 史化 資料

図 6　多視点授 業ア
ー

カ イ ブ

教科 書 体験 活動や博物 館資料 等

実物 ・体験 ・文化活動

図 7　 メデ ィ ア環境 に応 じた学習プ リン トの 展開

3 ．教材の開発 ・管理 ・流通

（1）教材の開発に関する支援組織

学習プ リ ン トを各学校 で作成するこ とは，教
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（課題研究） デ ィ ジ タル ア
ーカ イ ブ の 研

．
究 と実践

師の負担が多く困難であり，教育委員会，教育

セ ン ター，大学，教師等に よ る研究組織を構成

し，共同開発が 必 要 である．今後の 実践で は ，

次の ような支援組織を構成 し，教育委員会等が

り
一ダー

とな り，教員や大学で 組織 した研究会

で作成提供 シ ス テ ム の 検討が 必要 で ある．

　そ こ で ， 沖縄県 で の 教育実践研究 で は ， 沖縄

カ リキ ュ ラム 開発研究会が教育委員会，教育セ

ン タ
ー

， 教員 ， 大学等の 研究組織と して 印刷用

の テ キス トの デー
タを作成 し，必要な学校へ関

係機関 か ら通信ネ ソ トワー
クを用 い た流通お よ

び 必 要な場合 に は
， 印刷提供 も考 え られる．こ

の よ うな研究実践組織を い か に沖縄県で構成し，

基礎学力の向上 を図る か が課題である．

ターネ ソ トで流通提供をする基礎研究を行 っ て

い る．学習プ リン トの 作成は，少人数の 学校で

は ，各ク ラス で教材デジタ ル アーカ イブ か ら抽

出しプ リン ターで 出力し児童 へ 提供する，大人

数 の 学校 で は，プ リン ト抽出 し，印刷機 で 印刷

し提供する，

沖縄カ リキ ュ ラム 開発研 究会

毎 目の 学習テキ ス ト等の 作

成 供 同）

・・毎 日の 学習プ リン ト用

’
操作言語 等の 国語力 の 向上

　 　 　 　 　 研 究組織 （研 究会＞

1
…

（沖緲 リキ ュ ラ ム uaes研究会）
’一’”
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　　 テキ ス トの 作成 ・印刷 ・デジタル 教材　　　 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■
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学習 テ キス トの 提供 また は，タブ レ ッ ト端末

利用 （紙または全県下ヘデジタル 教材で提供）

図 8　学力向上の ため の 毎 目の 学習プ リン ト

（2）通信ネ ッ トワ
ー

クで各学校へ 流通

　沖縄県で の 教育実践研究で は，教育委員会，

教育セ ン タ
ー，教員 ， 大学等で 沖縄 カ リキ ュ ラ

ム 開発研究会を組織 し，印刷用 の テキス トデー

タ の 作成，必 要な学校へ 関係機関 か ら通信ネ ソ

トワーク を用い た流通お よ び 必要な場合には，

印刷提供も計画 して い る．

　こ の よ うな研究実践組織を い か に沖縄県 で 構

成 し，基礎学力の 向上を図るか が課題で ある．

この ような，毎日 の学習プ リン ト作成用 （テ キ

ス ト） の デ
ー

タを，岐阜女子 大学 の 教材デジ タ

ル ア
ー

カイ ブ で 全県下の 希望 され る学校ヘ イ ン

教材 デジタル ア
ー

カイブ

・
算数の 基礎知識 ・

技能の 向上

（例 二岐阜女子 大学

沖縄サ テライ ト校 大学 院

教材デジタル アーカイ ブで提供

　 　 　 　 イン
ー’・・　 　 共 （流通）

　 　 　 　 　 　 　 （学校 ・　 員へ）
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　 　 　 図 9　 離 島を含 め沖縄全域 へ 流通提供

4 ，おわ りに

　こ の学習プ リン トに は，次の 2 つ の機能が あ

る．（1）短期的な機能 と して の 復習可能性 （ホ ー

ム ワ
ー

ク機 能） （2）長期的な機能 と して の 復習

可能性 （リフ ァ レ ン ス 機能） こ こ で ，短期的な機

能 として は，授業後に児童生徒に授業の 内容 を

定着す る為に行 うための 学習プ リン トで あ る．

教科書や ノ
ー

ト等を参照 しなが ら問題 を解 くこ

とで学習の 定着をさせ るこ とが可能となる．し

か し，こ こで 注目 した い の は，  の 長期的な機

能 と して の復習可能性 （リ フ ァ レ ン ス 機能）で

ある．こ の リフ ァ レ ン ス 機能 が，沖縄地域文化

資料 の デジ タル ア
ー

カイブ管理 シ ス テム の 可能

性 を広 げる．簡単に ， 既習 し た知識 を ， 学習者

本人が ，学習者本人 の ス キル を使 っ て 呼び出

し，そ の知識 をい ま学習 してい る内容に，　 「主

体的に 」 活用 で きる ，
と い う特徴が ある，つ ま

り児童生徒 自身の 内容理解度に合わせ て 「自ら

学び 自ら考えるカ」 を育成する こ とが 可能 とな

る．
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